
福岡県工業技術センター外部評価実施要領  

 

（目的）  

第１条  本実施要領は、福岡県工業技術センター外部評価委員会設置要綱（以下「要  

綱」という）第５条の規定により、外部評価の実施に際し、必要な事項を定める。  

 

（委員の選任）  

第２条  委員会の委員の構成は、原則として別表に掲げるところによる。  

 

（業務評価の実施）  

第３条  外部評価は、５年毎に実施する。  

 

（委員会の設置及び開催）  

第４条  委員会は、外部評価を実施する年度中に、原則として２回開催する。  

２  委員会の開催時期は、工業技術センター所長が別途定める。  

 

（委員会への資料の提出）  

第５条  センター所長は、外部評価に必要な資料（以下「評価資料」という）を、 

委員会開催日の２週間前までに、委員に送付する。  

 

（評価の方法）  

第６条  委員は、評価資料及び委員会審議に基づき、評価表（様式１）により外部  

評価を行う。  

２  委員は、委員会開催後２週間以内に、センター所長に前項の外部評価結果を  

報告する。  

 

（委員の責務）  

第７条  委員は、業務評価にあたって公平かつ厳正な評価を行うと共に、知り得た  

秘密を他に漏らしてはならない。  

 

（業務評価報告書の作成）  

第８条  センター所長は、外部評価に基づき「業務評価報告書」（案）を作成し、 

次回委員会開催日の２週間前までに委員に送付する。  

２  委員は、次回委員会において、「業務評価報告書」（案）について審議を行  

う。  

３  センター所長は、審議結果を受けて「業務評価報告書」を作成する。  



（業務評価結果の公開）  

第９条  センター所長は、「業務評価報告書」について、インターネットなどを利  

用して、県民にわかりやすい方法で速やかに公開する。  

２  個人情報又は企業情報の保護等のため、機密の保持が必要な情報については、 

前項の規定に係わらず公開しない。また、委員会は原則非公開とする。  

３  委員は、評価結果等の公開について同意する。  

 

（その他）  

第１０条  この実施要領に定めるものの外、業務評価の実施に関し必要な事項につ  

いては、センター所長が別途これを定める。  

 

附  則  

（施行日）  

１  この要綱は、平成１５年１月３０日から施行する。  

 

２  平成１４年度から平成１６年度は、第３条の規定にかかわらず、毎年度外部評

価を実施する。  

 

附  則  

この要領は、平成２５年１月１日から施行する。  

 



別表（第２条関連）  

 

 研究課題評価委員長（兼任）   １名  

 学  県内国立大学の工学部長又はこれに準ずる者   ２名  

 官  産業技術総合研究所  九州センター長   １名  

 産  
県内企業の研究開発部門の長  

工業技術センタークラブ技術部会長  

県内中小企業を構成員とする事業協同組合を代表する者  

その他研究機関の運営に関し識見を有する者  

 ６名  

   



（様式１）  

評  価 表   

評価委員氏名               

 

※各評価項目で①～④については、番号に○をお付けください。また、特に③、

④をお選びの場合は  コメントをお願い致します。  

    ※各評価項目については、別表の対照表をご参考にしてください。  

 

 Ⅰ．これまでの研究開発業務について  

 

   １．第Ⅰ期研究開発指針は適切に策定されているか。  

    ①適切      ②概ね適切     ③一部不適切        ④不適切   

    コメント：  

     

     

     

     

 

  ２．第Ⅰ期研究開発指針の方針に沿って、研究開発は適切に計画、実行されて

きたか。  

    ①適切      ②概ね適切     ③一部不適切        ④不適切   

    コメント：  

     

     

     

     

 

 ３．研究開発体系の設定は適切か。  

    ①適切      ②概ね適切     ③一部不適切        ④不適切   

    コメント：  

   

   

   

   

 



  ４．研究管理システムは適切か。  

    ①適切      ②概ね適切     ③一部不適切        ④不適切   

    コメント：  

 

 

 

 

 

 

  ５．研究課題の選定プロセスは適切か。   

    ①適切      ②概ね適切     ③一部不適切        ④不適切   

    コメント：  

 

 

 

 

 

 

  ６．研究成果の外部発信（口頭発表、誌上発表等）は十分になされてきたか。    

    ①良        ②概ね良      ③一部不良           ④不良   

    コメント：  

 

 

 

 

 

 

  ７．研究成果の技術移転、産業化（特許、実施収入等）は十分になされてきたか。  

     ①良        ②概ね良      ③一部不良           ④不良   

    コメント：  

 

 

 

 

 

 



  ８．研究開発において、大学や企業等との連携は十分になされているか。  

    ①良        ②概ね良      ③一部不良           ④不良   

    コメント：  

 

 

 

 

 

 

  ９．研究開発全般について、お気づきの点、考慮・改善すべき点等があればコメ

ントをお願いします。  

    コメント：  

 

 

 

 

 

 

 Ⅱ．工業技術センターの業務、体制について。  

 

  1 0．方針決定のプロセスは適切か。  

     ①適切      ②概ね適切     ③一部不適切        ④不適切   

    コメント：  

     

     

     

    

 

  1 1．人材の確保・育成は適切か。            

     ①適切      ②概ね適切     ③一部不適切        ④不適切   

    コメント：   

     

     

     

     

 



  1 2．外部機関との人材交流は適切か。  

     ①適切      ②概ね適切     ③一部不適切        ④不適切   

    コメント：  

    

    

    

 

 

  1 3．総予算の構成比（県単事業費、県単外事業費、管理費）は適切か。  

    ①適切      ②概ね適切     ③一部不適切        ④不適切   

    コメント：  

 

 

 

 

 

  1 4．総研究費に占める外部資金導入の割合は適切か。  

    ①適切      ②概ね適切     ③一部不適切        ④不適切   

    コメント：  

 

 

 

 

 

 

 Ⅲ．工業技術センターの今後の方向について。  

 

  1 5．第Ⅲ期業務指針の設定目的は、地域の産業、社会状況を適切に反映している

か。  

    ①適切      ②概ね適切     ③一部不適切        ④不適切   

    コメント：  

    

    

    

    

   



16．第Ⅲ期研究開発指針の設定目的は、地域産業、社会ニーズを適切に反映してい

るか。  

    ①適切      ②概ね適切     ③一部不適切        ④不適切   

    コメント：  

     

     

     

     

 

 

 Ⅳ．その他  

 

  今回の外部評価全般について、評価のあり方、評価方式も含めて、お気づきの

点、改善すべき点等ありましたら、コメントをお願いします。  

    コメント：  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


